
新公立病院改革プランについて（地域医療構想関係部分抜粋） 

豊橋市民病院 

【地域医療構想を踏まえた役割、再編・ネットワーク化】（Ｐ14，Ｐ15） 

本院は、救命救急センター・総合周産期母子医療センター等を有する東三河の中核病

院として、地域完結型医療の一翼を担い、高度急性期及び急性期医療の機能を果たすこ

とが本院の役割であると考えています。そのためには、地域の医療機関からの紹介患者

や救急患者を積極的に受け入れるとともに、退院困難な要因を有する患者には、入院早

期から積極的に介入し、退院後に住み慣れた地域で安心して療養や生活が継続できるよ

う支援を行うなど、地域医療機関及び福祉介護関係機関との一層の機能分担・連携が大

変重要となります。

これまでも、がん患者等に対して、身近な地域の医療機関での治療・療養が受けられ

るよう地域連携パスを拡充するとともに、医師が不足する地域に対して小児科医などの

派遣を行ってまいりましたが、今後も、地域医療支援病院として、医療スタッフの確保

や高度専門医療の充実を図り、診療機能の強化に努めていきます。 

また、新たに患者の診療情報を紹介元・紹介先の医療機関と共有できる地域医療連携

ネットワークシステムを構築するなど、地域医療機関等との連携強化を図るとともに、

患者の療養環境等の向上のため、入退院支援機能の充実を図ってまいります。

加えて、東三河全体の効率的・効果的な医療連携体制を構築し、地域完結型医療の推

進を図るため、今後設置される予定の「地域医療構想推進委員会（仮称）」において、地

域医療機関等との調整を図りながら、本院の役割や地域連携の方法等について積極的な

意見交換を行ってまいります。



【数値目標について】（Ｐ11）                           
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